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カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
の
聴
衆
魅
了

医
療
従
事
者
の
Ｊ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
Ｎ
Ｙ
公
演

演奏終了後に山﨑国連大使夫妻、NY総領事の森大使から
慰労の言葉をかけられる演奏者たち

　

日
本
の
医
療
従
事

者
を
中
心
に
構
成
さ

れ
た
交
響
楽
団
「
Ｊ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
18
日

夜
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
定

員
２
７
９
０
）
で

行
わ
れ
、
５
階
バ

ル
コ
ニ
ー
席
ま
で

２
７
５
１
席
以
上
を

埋
め
る
ほ
ぼ
満
席
の

観
客
を
魅
了
し
た
。

医
学
の
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
活
か
し
、

音
楽
を
通
し
て
社
会

に
良
い
影
響
を
与
え

る
た
め
の
地
域
社
会

へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

活
動
と
し
て
の
初
の

海
外
公
演
は
大
成
功

を
収
め
た
。

　

Ｊ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

総
勢
１
０
１
人
に
よ

る
エ
ル
ガ
ー
作
曲
の
行
進
曲

「
威
風
堂
々
」
第
１
番
で
始
ま

っ
た
演
奏
は
、
前
半
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
作
曲　

ピ
ア
ノ
協

奏
曲
第
５
番
「
皇
帝
」、

ピ
ア
ノ
仲
道
郁
代
、
後

半
は
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
作

曲　

交
響
曲
第
９
番

「
新
世
界
よ
り
」、
ア
ン

コ
ー
ル
と
し
て
シ
ベ
リ

ウ
ス
作
曲
交
響
詩
「
フ

ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」
が

披
露
さ
れ
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
デ
ィ
ア
の
合
唱
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
日

系
合
唱
団
有
志
メ
ン
バ

ー
60
人
が
担
当
し
た
。

指
揮
は
柳
澤
寿
男
。
コ

ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー

は
、
桐
朋
学
園
芸
術
短

期
大
学
特
任
教
授
の
バ

イ
オ
リ
ン
奏
者
、
志
村

寿
一
。
司
会
は
元
フ
ジ

テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
坂
本
祐
祈
さ
ん
が
務

め
た
。

　

実
行
委
員
長
の
宮
坂

厚
弘
氏
は
「
こ
ん
な
に
大
勢
の

皆
さ
ん
が
来
て
い
た
だ
け
る
と

は
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
準
備
は
大
変
で
し
た
け
ど

自
分
た
ち
で
で
き
る
だ
け
の
こ

と
を
や
り
遂
げ
た
と
い
う
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
感
無

量
の
面
持
ち
。

　

指
揮
し
た
柳
澤
氏
は
「
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
や
れ
た
こ
と

は
音
楽
家
と
し
て
光
栄
な
こ

と
。
医
療
従
事
者
の
演
奏
家
の

皆
さ
ん
も
お
医
者
様
な
の
で
急

患
が
入
っ
た
り
し
て
大
変
で
し

た
が
、
社
会
的
な
意
味
の
あ
る

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
だ
と
思
い
ま

す
」
と
公
演
後
に
感
想
を
述
べ

た
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
仲
道
さ
ん

は
「
医
療
と
共
に
音
楽
に
携
わ

る
方
々
の
想
い
が
音
に
な
り
コ

ン
サ
ー
ト
で
ご
一
緒
で
き
本
当

に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
カ

ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
の
伝
統
と
歴

史
に
特
別
な
思
い
を
持
っ
た
」

と
語
る
。
ピ
ア
ノ
は
Ｎ
Ｙ
五
番

街
の
ヤ
マ
ハ
か
ら
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
が
特
別
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
に
運
び
込
ま
れ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森

大
使
は
「
音
楽
と
し
て
の
素
晴

ら
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
皆

さ
ん
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来

て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
心
を
一

つ
に
す
る
た
め
に
楽
し
い
音
楽

を
奏
で
て
い
た
だ
い
た
と
い
う

こ
と
を
私
自
身
と
て
も
感
激

し
、
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
し
て
い

る
人
た
ち
と
共
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
。
本
当
に
素
晴
ら
し

い
夜
だ
っ
た
」
と
感
想
を
語
っ

た
。

　

山
﨑
国
連
大
使
は
「
感
激
し

ま
し
た
。
人
間
の
美
し
い
面
が

全
開
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
本

当
に
国
境
を
超
え
て
素
晴
ら
し

い
芸
術
を
聞
け
て
、
見
せ
て
い

た
だ
い
た
。
国
境
を
超
え
て
美

し
い
も
の
に
触
れ
た
と
同
時

に
、
日
本
文
化
の
底
深
さ
と
い

う
も
の
も
感
じ
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
」
と
話
し
て
い

た
。
一
般
観
客
か
ら
は
「
迫
力

が
あ
っ
て
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。
も
の
す
ご
く

練
習
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

出
演
者
も
聴
衆
も
一
つ
に
な
っ

て
、
日
米
の
文
化
交
流
に
尽
く

し
ま
し
た
」「
指
揮
者
と
演
奏

家
の
音
楽
に
対
す
る
真
剣
な
取

り
組
み
が
胸
を
打
つ
も
の
で
し

た
」
と
言
う
声
が
聞
か
れ
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
無
料
公
演
で
行

わ
れ
た
。（
写
真
・
三
浦
良
一
）

入場者2751人でほぼ満席

　

ワ
ー
ル
ド
シ
ビ
ッ
ク
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
は
8
月
3
日
（
日
）
午

後
3
時
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ス

ペ
ー
ス
（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

２
５
３
７
番
地
）
で
創
立
15
周

年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
。

同
交
響
楽
団
は
２
０
１
０
年
、

音
楽
の
力
を
借
り
一
体
と
な
っ

て
、
違
い
や
偏
見
を
乗
り
越
え

世
界
が
平
和
に
少
し
で
も
近
づ

く
様
に
と
の
願
い
か
ら
世
界
各

国
か
ら
の
ア
マ
チ
ュ
ア
、
プ
ロ

の
音
楽
家
達
が
集
ま
っ
て
創
設

さ
れ
た
。

　

今
回
の
ソ
リ
ス
ト
は
日
本
出

身
で
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
修

士
課
程
を
修
了
し
て
現
在
シ
ン

シ
ナ
テ
ィ
交
響
楽
団
の
チ
ェ
リ

ス
ト
で
あ
る
マ
ツ
オ
・
ヒ
ロ
と
、

同
じ
く
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院

修
士
課
程
を
卒
業
し
、
現
在
シ

ン
シ
ナ
シ
テ
ィ
交
響
楽
団
コ
ン

サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
の
ス
テ
フ
ァ

ニ
・
マ
ツ
モ
ト
が
ブ
ラ
ー
ム
ス

作
曲
の
ダ
ブ
ル
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

を
演
奏
す
る
ほ
か
、
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
作
曲
の
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚

序
曲
、
シ
ョ
ー
ソ
ン
作
曲
交
響

曲
変
ロ
長
調
を
音
楽
監
督
、
指

揮
者
で
あ
る
ビ
ン
セ
ン
ト
・
コ

ウ
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
指
揮
者
の

マ
ツ
オ
・
ト
モ
が
リ
ー
ド
す
る
。

入
場
料
30
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
は

www.symphonyspace.org/
events

で
購
入
。
本
紙
週
刊

Ｎ
Ｙ
生
活
の
読
者
10
組
を
ペ
ア

で
招
待
す
る
。
応
募
は
Ｅ
メ
ー

ルmillykoh@gmail.com 

に

７
月
28
日
ま
で
。

ワールド・シビック・オーケストラ
８月３日シンフォニー・スペースで

本紙読者ペアで10組ご招待




